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探究のタネを見つける会 in WAKAYAMAを開催！ 

１０月３日（金），探究に携わるすべての教育関係者を対象に「探究のタネを見つけ

る会 ｉｎ ＷＡＫＡＹＡＭＡ」を開催しました。株式会社ベネッセコーポレーション

大阪支社とのコラボ企画です。株式会社ベネッセコーポレーションベネッセ教育総合

研究所主席研究員かつ独立行政法人教職員支援機構（ＮＩＴＳ）フェロー／フェロー

コーディネータである山下真司氏に，『「探究」の現在地とこれから』と題してご講演

いただきました。その後，株式会社ベネッセコーポレーション大阪支社（奈良・和歌

山県担当）の石田智美氏に各校の実践事例をご紹介いただき，情報交換会を行って閉

会しました。「探究するとはどういうことか」，「探究的な学びをつくるとはどういうこ

とか」等，本質的な問いについて理解を深めることができました。 

 

 
第６９回日本学生科学賞（和歌山県審査）にて大健闘！ 

「第６９回日本学生科学賞」の和歌山県審査が行われ，本校生徒の２つ

の研究が受賞し，中央予備審査（全国予備審査）へと進むことが決定しま

した。研究テーマは以下のとおりです。 

県知事賞「２種の外来魚の生息環境と食性調査～和歌山県紀の川下流域小

豆島周辺の調査～」 

３Ｉ木村俊介，３Ｉ永井康喜，３Ｈ林瞬志，３Ｉ中尾晟玄，３Ｈ栗栖祐喜 

県議会議長賞「カエデの種子を用いた風力発電の風車の開発」 

３Ｉ岸本彩乃，３Ｈ柏田奈緒，３Ｉ三島有央，３Ｈ除田望央 

 

宮城県仙台第三高等学校で教科等横断型授業をさせていただくことが決

まりました！ 

ＳＳＨ指定校である宮城県仙台第三高等学校では，例年ＳＳＨ中間報告

会・授業づくりプロジェクトフォーラムを開催しており，大学教員による

基調講演や，先進的な授業を実践されている学校教員による公開授業等を

行っています。今年度は，本校の谷地祐介教諭（理科）と山本玄教諭（国

語科）が講師として招聘され，化学と古典を融合させた教科等横断型授業

を実施する予定です。 

 

【１０月の主なＳＳＨ事業の予定】 

１１日（土） きのくに科学オリンピック【有志３チームが参加予定】 

１５日（水）～１６日（木） 国際科学交流（ＤＧＳ） 

１６日（木） ＤＧＳとの共同実験講座（高１希望者） 

２３日（木） ＳＳＨ先端科学講座（政治経済）（高２文系） 

２８日（火） ＫＯＹＯサイエンスデイ（高２環境） 

第２回向陽ＳＳＨ運営指導委員会 
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